
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

令和６年度 定時会員総会 

R６.5.19 

会場：和歌山県立情報交流センター BIG・U 

令和５年度 第２回 学術講習会 

R６.２.1１ 

会場：和歌山県立情報交流センター BIG・U 

令和５年度 療養費制度等適正運用指導会 

R６.２.1１ 

会場：和歌山県立情報交流センター BIG・U 

令和６年度 療養費制度等適正運用指導会 

R６.7.２８ 

会場：御坊市民文化会館 

令和６年度 （公社）日本鍼灸師会 

近畿ブロック会議 in和歌山 

R６.９.2２  会場：和歌山県 JAビル 

令和６年度 学術・災害対策合同講習会 

R６.7.２８ 

会場：御坊市民文化会館 
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公益社団法人 日本鍼灸師会 

 

倫 理 綱 領 

 
日本鍼灸師会会員の遵守するべき倫理綱領を次のように定める 

 

一 私は生涯を人類への奉仕に捧げることを誓う 

 

二 私は常に患者の健康の回復と保持増進を第一に考える 

 

三 私は患者の信頼に応えて秘密を厳守する 

 

四 私は良心と誠意をもって治療に専念する 

 

五 私はたえず鍼灸の学と術について最高の水準を保ち疾病に関する知

識を一層深め伝統を守りその伝承に努力する 

 

六 私は鍼灸治療の有効性を高めその学術的研究の業績を重ねることに

よって他の医療分野から信頼と協調を確保し患者の治療に努力する 

 

七 私は鍼灸治療の適応を十分認識し無効な治療を行うことなく更に過誤

を犯すことのないように努める 

 

八 私は常に自己の職責に誇りと責任をもち鍼灸師としての名誉と尊厳を

もって鍼灸の発展に努力する 

 

九 私は治療に当って宗教国籍人種政党社会的地位の違いによって患者

に果すべき義務を変えることはしない 

 

十 私は流派を超えて相互に鍼灸師を尊重し鍼灸界の団結を高め鍼灸師

の資質向上のために努力する 
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県民のみなさま、本会会員の鍼灸施術所へ通っていただきありがとうございます。 

各業団体のみなさま、当師会の事業にご理解とご支援をいただきありがとうござい

ます。 

 本年6月1日(土)、2日(日)に白浜町はホテルシーモアで、第89回 日本温泉気候物理

医学会総会学術集会が開催されました。 

大会実行委員会事務局を務められた坂口俊二先生（関西医療大学教授）よりお声が

けをいただき、（一社）和歌山県鍼灸師会から萩野利赴名誉会長と中野がお手伝いに 

馳せ参じさせていただきました。 

（一社）日本温泉気候物理医学会は、2025年に創立 90年を迎える歴史があり、  

会員数は、1800名を数え、医師、コメディカル、自然科学者、温泉関係者等多彩な   

会員を有する学会です。 

参加させていただき先ず驚いたのが、温泉医学の研究をされている医師の何と多い

ことか。 

東洋医学的に見ても、自宅のバスタブ入浴でも広範囲にコリを緩めることができ、

発汗によるデトックス効果などその効は計り知れず。 

鍼灸とは違う分野の医学会に参加させていただいたお陰で新しい知識を得ることが

できました。 

さらには、大会長を務められた、宮下和久先生（公益大学法人和歌山県立医科大学

前理事長、現名誉教授）とのご縁をいただき、和歌山県鍼灸師会の存在を知っていた

だくことができました。 

坂口先生、素敵な機会を与えていただきありがとうございます。 

心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

巻 頭 言 

一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 

会  長  中野 正得    

萩野   宮下和久先生  中野 萩野  坂口俊二先生  中野 
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[特集] 
  

 〇第７３回(公社)全日本鍼灸学会学術大会宮城大会 報告 
 

 ５月２４日（金）～２６日（日）まで、仙台国際センター

（宮城県仙台市）で第７３回（公社）全日本鍼灸学会学

術大会宮城大会が東北支部主管のもと、「つながり、

通じ、いかす鍼灸ー多様性の探求と連携医療への展

開ー」をテーマに現地開催、参加報告いたします。 

 ２４日は理事会など各種会議が開催、２５日の開会

式では（一社）福島県鍼灸師会会長 三瓶真一実行委

員長が大会への抱負を述べられ、来賓祝辞では（公社）日本鍼灸師会 中村聡会長から鍼灸業界

の現状報告と目的条項に関する法改正（身分法）の要望活動についての報告を交えたご挨拶あ

りました。初日の講演では（一社）福島県鍼灸師会監事  

中沢良平副会頭による「家庭鍼灸医療学と鍼灸院経営」が

印象に残りました。午後からは「他職種連携～在宅医療～」

をテーマにしたパネルディスカッションがあり、当師会から

萩野利赴名誉会長が座長を務められ、活発な議論が繰り広

げられました。懇親会では、地元の中学校合唱団による  

合唱に惜しみない拍手が送られ、感動の渦に包まれました。 

 ２日間を通して、今大会は会場がコンパクトに収められていて移動がしやすく、講演・実技セッ

ション・ポスター発表が充実、日鍼会 役員・会員の先生方によるポスター発表や講演も多数あり、

大いに刺激を受けました。仙台は牛タン・づんだ餅など美味しいものがたくさんあり、楽しく学べ

ました。来年は６年振り（日鍼会全国大会を含めると３年振り）に名古屋で開催されます。 
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 [速報] 

 
〇（公社）日本鍼灸師会 近畿ブロック会議 in和歌山 報告 

 

 令和６年９月２２日（日）に、近畿ブロック会議が（一社）和歌山県鍼灸師会主管のもと、和歌山

県 JAビルで開催されましたので、報告いたします。 

 今年度の（公社）日本鍼灸師会 近畿ブロック会

議 in和歌山は１日開催で行われ、１３時より近畿ブ

ロック師会長会議、１４時より近畿ブロック会議が

行われました。近畿ブロック師会長会議は、滋賀県 

飯塚季也会長議事進行のもと、前年度事業・決算・

監査報告・令和６年度役員改選、今後の事業につ

いての報告がありました。来年度の近畿ブロック

会議は、輪番制により（一社）福井県鍼灸師会主管のもと開催を確認しました。公益活動を活発

化することで府県師会同士の交流を図っていく方向性であります。 

 近畿ブロック会議では、和歌山県 中野正得会長が議長を務められ、（公社）日本鍼灸師会   

中村聡会長からスライドを用いて、現在（公社）日本鍼灸師会が取り組まれている「鍼灸療養費改

正について」「身分法の改正について」などの現状報告をなされました。児山俊浩副会長から、

「全国大会 in 福岡の開催について」「令和６年

能登半島地震支援活動報告について」などの

説明とご報告をなされました。 

議案１「災害時、受援される側としての準備

等の取り組みについて」の各師会から発表が

なされ、質疑応答では、先生方のこれまで取り

組まれてきた経験や今後南海トラフ大地震が

発生するまでに取り組むべき課題など、意見

が飛び交いました。 

 議案２「新規会員獲得および既存会員流出対策について」の各師会から１０年間の会員数や会

員費などの情報を交えながら発表がなされました。大阪府 岩津優希青年委員長より、養成学校

に通っていた時の同級生が、鍼灸師会に入会するメリットが見えにくいため、入会するメリット

の情報提供や発信をしていく必要があるなど、とても貴重なご意見を述べていただきました。 
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近畿ブロック会 飯塚季也会長から近畿ブロック

師会長会議の報告、大阪府 荒木善行副会長から、

令和５年度 第１８回全国大会 in 近畿が盛会裏に 

終えることができたことについて御礼の報告、兵庫

県 岩本匡史実行委員長より、令和８年度 第２１回

全国大会神戸大会の開催について報告があり、全国

大会への意気込みを述べられました。大阪府 岩津

優希青年委員長より、令和６年９月２９日に開催する

『「繋がる」鍼灸フェス 2024』の開催について、学生

と若手のはり師・きゅう師が中心のメリットになる会

にしたいとご報告なされました。 

16：４５に今年度の会議が終了。次年度の開催は  

福井県であり、福井県 中村寛会長による閉会の辞

の後、記念撮影をして今年度の会議は無事に終了し

ました。 

 

 

会議の後は会場を移動して懇親会が開催されま

した。（公社）京都府鍼灸師会 井上慶山名誉会長 

開宴のご挨拶と乾杯の音頭で宴が始まり、各師会

の現状などの情報交換に花が咲き収穫の多い実り

ある１日になりました。 
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[速報] 

 
 〇「繋がる」鍼灸フェス２０２４  報告 
 

 令和６年９月２９日（日）に、「繋がる」鍼灸フェス 2024 が（公社）大阪府鍼灸師会主管のもと、

森ノ宮医療学園専門学校アネックス校舎 4F大ホールで開催されましたので、報告いたします。 

 鍼灸養成学校に通われている学生と若手のはり師・きゅう師の 

先生（免許取得１０年未満）が中心となる「繋がる」鍼灸フェス

2024が、１１時より大阪府 岩津優希青年委員長の開催の挨拶よ

り開催されました。スタッフとして、近畿ブロックの各師会の先生

方で行い、和歌山県鍼灸師会からも参加いたしました。 

参加申込み人数の目標が１００名のところ参加人数２２０名と、 

目標人数より大勢の学生や先生方が参加していました。はり師・ 

きゅう師に関わる企業は１４社、出展施術諸派団体は１３団体の  

ブース出展があり、最新の施術用品やお試しコーナーなどで実際

に説明を聞いて実体験をしているブースもございました。 

 

デモブースでは、鍼灸院を開業して

いる先生方の実際している施術方法

を説明してくださり、体験もできるよ

うにしており、たくさんの方が周囲を

囲んで見学をしに来ていました。 

 

 

 ２つの会場では、全部で６つのセミナーを開催しており、自分の気になるセミナーの会場の席

に座り、たくさんの学生や若い先生方

が興味津々に受けられていました。  

その中には、実技を含めたセミナーを

している内容もございました。 
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１５時３０分より、大交流会を開催。飲んだり食べたりしながら、第１９回 全国大会 in 福岡の

開催報告や景品がゲットできるじゃんけん大会が行われ、会場はとても大盛り上がりでした。 

景品をゲットできた方はとても嬉しそうにしていました。 

参加人数も多くて、とても盛り上がった「繋がる」鍼灸フェス 2024でした。 

 

 

「繋がる」鍼灸フェス２０２４ アンケート調査結果 
 

～事前アンケート集計～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鍼灸歴 
・鍼灸学生・・・・・・・・・・・・・・４０％ 

・卒業３年以内・・・・・・・・・・・２２％ 

・卒業４年以上・・・・・・・・・・・３７％ 

・鍼灸養成学校入学予定・・・・１％ 

参加目的 
・興味のあるセミナーがある・・・32％ 

・展示ブースが気になる・・・・・・・19％ 

・はり師・きゅう師との交流・・・・21％ 

・鍼灸師会のことを知りたい・・・19％ 

・その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9％ 

年齢 
・１０代・・・・・・・・・・・5％ 

・２０～３０代・・・・47％ 

・４０～５０代・・・・42％ 

・６０代以上・・・・・・6％ 

今回のイベントを何で知りましたか？ 
・SNS・・・・・・・・・・・・・・・・・・13％ 

・養成学校等の掲示板・・・・・18％ 

・鍼灸師会の案内をみた・・・18％ 

・知人・友人から聞いた・・・・42％ 

・その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・9％ 
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～アンケート集計結果～  
回答率 49.5％（参加 220名、回答 109名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ブース出展者とスタッフのアンケート～ 
良かった点は、普段繋がりのない学生や若手はり師・きゅう師との交流や情報交換、デモブー

スで施術を披露できたことなどがございました。悪かった点・改善してほしい点では、各ブース

の広さが狭かったため体験や説明をするスペースがほしいや、準備をするための時間があまり

なかった、休憩スペースがほしかったなど、たくさんの改善点が見つかりました。 

素晴らしい企画でしたので続けてほしいとの言葉が多く見受けられました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート回答男女比 
・男性・・・・33％ 

・女性・・・・66％ 

・未回答・・・・１％ 

日本鍼灸師会に 

興味は持てましたか？ 
・はい・・・・・・93％ 

・いいえ・・・・・4％ 

・未回答・・・・・3％ 

出身地で 

開業をお考えですか？ 
・はい・・・・・61％ 

・いいえ・・・24％ 

・開業済・・・１0％ 

・未回答・・・・5％ 
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○療養費制度等適正運用の現状 

 

 平素は保険部の活動にご理解いただき厚くお礼申し上げます。 

本年度から保険部長に就任しました。至らぬ点が多々あると思いますが、保険副部長でありま

す濵﨑副部長と出﨑副部長の手厚いサポートを受けながら業務を遂行してまいります。 

本年度の療養費制度等適正運用指導会を第１回は５月１９日(日)、第２回は７月２８日（日）に 

開催し、第３回は令和７年２月９日(日)に開催する予定となっております。 

 本年度の療養費制度等適正運用指導会では、マイナンバーカードを利用して保険証の確認をす

るまでの流れと、令和６年１０月１日より療養費制度の改定についての説明を中心に行いました。 

 患者様の保険証の記載内容をマイナンバーカード（マイナ保険証）で確認を行うために、施術所

等向け総合ポータルサイトにて「オンライン資格確認」の登録を行い、確認するためのアプリ（マイ

ナ資格確認アプリ）のダウンロードまでの流れを説明しました。こちらの内容は、和鍼会 HP会員

専用ページの保険部便りに載せておりますので、ご確認いただきながら登録とアプリのダウンロ

ードをしていただけると幸いです。 

令和６年１０月１日より療養費制度が改定されました。会員の皆様には変更される内容につい

て、療養費の施術料金の変更や新しく「訪問施術料」の項目が増えるなど、療養費支給申請書の

内容も変更されたことについて説明しました。 

 療養費制度の改定に伴い内容が大きく変化しているため、会員の皆様には積極的に療養費制

度等適正運用指導会等へ参加していただき新しい情報を得て、疑問点などはどんなに小さなこ

とでも質問していただき、間違いの無い療養費支給申請書の作成に努めていただければ幸いで

す。 

 

令和６年度 第１回 療養費制度等適正運用指導会 

R６.５.１９ 

保険部長 中野 正得 

令和６年度 第２回 療養費制度等適正運用指導会 

R６.７.２８ 
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○鍼灸療養費取扱い状況 

１．令和５年度請求金額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
年 月 申請者数 件数 請求金額 療養費総額 

令和５年１月 33 467 4,996,303 6,032,804 

２月 33 452 4,106,878 4,962,202 

３月 33 455 4,873,032 5,874,846 

４月 33 483 5,515,544 6,664,806 

５月 33 469 5,175,190 6,230,070 

６月 33 454 5,059,053 6,114,252 

７月 33 442 5,079,965 6,132,268 

８月 33 452 5,212,657 6,291,834 

９月 33 444 4,878,546 5,881,324 

１０月 32 439 5,151,909 6,220,924 

１１月 32 441 5,168,584 6,258,460 

１２月 32 436 4,978,609 5,998,754 

年間合計 393 5,434 60,196,270 72,662,544 

平均 33 453 5,016,356 6,055,212 
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２．令和５年度保険者別請求件数と請求金額 

 
保険者別 件数 請求金額 

協会けんぽ 1,061 5,669,193 

健保組合 43 267,438 

共済組合 232 1,171,279 

国保 1,332 10,249,682 

後期高齢者 2,766 42,838,678 

合計 5,434 60,196,270 

 

 

３．年度別請求金額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度別 請求金額 年度別 請求金額 

平成１３年度 48,719,713  平成２５年度 91,885,069 

平成１４年度 65,105,530  平成２６年度 93,114,602 

平成１５年度 87,976,501  平成２７年度 99,116,396 

平成１６年度 113,404,645  平成２８年度 101,168,259 

平成１７年度 108,810,673  平成２９年度 96,511,901 

平成１８年度 112,559,642  平成３０年度 98,232,716 

平成１９年度 110,474,582  平成３１年度 93,556,491 

平成２０年度 112,553,746  令和２年度 77,458,388 

平成２１年度 108,357,999  令和３年度 72,131,359 

平成２２年度 96,463,045  令和４年度 67,344,840 

平成２３年度 98,059,390  令和５年度 60,196,270 

平成２４年度 86,587,441   

 

 

 

※年度別請求金額内訳は 

各年度の１月～１２月で計算 

［保険者別請求件数の割合］ 
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○令和５年度 第２回  

学術講習会 ご報告 
令和６年２月１１日（日・祝）開催 

  

演題：『刺さないはり施術（実技供覧あり）』として、私前嶋が講師を担当させていただきました。 

 令和６年２月１１日（日・祝）、和歌山県立情報交流センターBIG・U にて、第２回 学術講習会を

開催しましたので、ご報告いたします。 

 演題：『刺さないはりによる施術～鍉鍼と 

圓鍼を主として～（実技供覧あり）』として、

私前嶋が講師を担当させていただきました。 

 なぜ、刺さないはりによる施術を演題とし

たのか？というと、鍼灸の受療率が約５％と

低いのがあり、怖い・痛い・熱い・感染が怖い

などの先入観があり、鍼をさして、灸をすえ

て、直接皮膚を傷つけるだけが鍼灸ではない

のを知っていただきたいからです。 

 鍉鍼（ていしん）とは？ 

 「鍉」には、「うつわ」・「矛や矢の先端」という意味があり、「金属でできた匙（さじ）」という意味

で使用と見られる。「長さ３寸半。キビ・アワのような形状で先端がやや尖っている。手足の末端

付近の経穴の脈を按じて気を補ったり、邪を出させたるする」と説明、当時は五兪穴を擦ったり

押したりして使用されていたと考えられている。歴史の古い鍉鍼だが、古代から江戸時代には文

献が少ない。※てい鍼テクニックー船水隆広の TSTー（2020年 医道の日本社発行）より引用 

 圓鍼（えんしん）とは？ 

 「圓」は新字体で「円」であり、円形、球形、まるい形を言う。「長さ一寸六分、先端は卵形の形状

で、分肉（皮下組織と表層筋との間と言われている？）を按じるように使うため、刺すというより、

マッサージの要領で摩さすり、肌肉の間の  

邪気を瀉す用途で使われていたと解釈されて

いる。歴史の古い鍉鍼と同じく、古代から江戸

時代には文献が少ない。 

 久々の実技供覧は、準備があり施術環境の

違いもあって、テンパっておりましたが、何と

か無事に終了ができました。 

 今回の経験を活かし、より良い施術をでき

るよう日々精進してまいります。 

 

学術部長 前嶋 拓也 副部長 中野 正得 
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〇令和６年度 第１回 学術・災害対策合同講習会 ご報告 
令和６年７月２８日（日）開催 

 

演題：『能登半島地震鍼灸マッサージボランティアの報告と、有事はもちろんいつでもどこでも

着衣のままできる刺さない圓鍼（えんしん）施術の実技披露』として、私中野が講師を担当させて

いただきました。 

令和６年７月２８日（日）、御坊市民文化会館にて、第１

回 学術・災害対策合同講習会が開催しましたので、ご

報告いたします。 

災害対策講習会では、「能登半島地震鍼灸マッサージ

ボランティア」に計３回参加させていただいた経験を 

ご報告させていただきました。 

１回目と２回目は１.５次避難所のいしかわ総合スポー

ツセンターで被災者支援を、３回目の奥能登は輪島市

役所で支援者支援の任に当たらせていただきましたが、

メディアでは報道されていない、現地に足を運ばない

と知ることが出来なかった、被災地の様子を会員と共有させていただきました。 

３回目の輪島市役所は、金沢駅から車で片道約３時間かかり、被災地に近づくにつれて道がひ

どくなっておりました。場所によっては、亀裂の入った道など、とてもひどい状況でした。ライフ

ラインは完全に復旧していないため、避難生活をされている方々は疲労困憊の状態で過ごされ

ており、そういった避難されている方々の疲労を、少しでも軽くなって頂くためにボランティア

活動をしてきたことを講演させていただきました。 

続けて合同開催の学術講習会の方では、「有事はもちろ

んいつでもどこでも着衣のままできる刺さない圓鍼（えん

しん）施術の実技披露」と題して、ウルトラトルネード鍼法を

披露させていただきました。避難所での施術を限りなく 

再現するために、ポータブルテント内にベッドを設置して 

実際の施術ブースを疑似体験していただきました。 

講演が終わった後、テントを片付ける際に、元通りに折り

たたむ作業に手こずっており、スムーズに出来るまでには

もう少し訓練が必要だと感じました。 

和歌山県鍼灸師会では、毎年必ず災害対策講習会を開催しています。今後いずれ起こるであ

ろう、南海トラフ大地震に備えるためにも、会員の先生方には講習会に参加していただき、災害

対策への心構えや個々で行える準備などの考えるきっかけになれば幸いです。 
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〇第７４回（公社）全日本鍼灸学会学術大会名古屋大会のご案内 

   

（公社）全日本鍼灸学会学術大会（全国大会）は、令和７年５月３０日（金）～６月１日（日）に中部

支部主管のもと、「女性のみかたⅡ―フェムテックによる女性のwell-beingに貢献する鍼灸―」

を大会テーマに開催されます。 

大会会頭：清水 洋二先生（中和医療専門学校 校長） 

実行委員長：杉本 佳史先生（名古屋医健スポーツ専門学校） 

会場：WINC AICHI（ウインクあいち愛知県産業労働センター） 

 【現在計画されている上級演題、シンポジウム、実技セッションのテーマ】 

 ・フェムテックと鍼灸の親和性について 

 ・医療経済学（主にマーケティング）の観点からみたフェムテック専門鍼灸の可能性 

 ・産学連携したフェムテック関連製品について 

 ・性差医療から鍼灸を考える 

 ・慢性疼痛のメカニズムに対する考察 

 ・女性のWell-beingを向上させる鍼灸の役割について 

 ・フェムテック専門鍼灸の実際の活用について 

 ・女性潜在鍼灸師の現場復帰プログラムを考える 

 ・医療接遇（実技セッション） 

 ※【現在計画されている上級演題、シンポジウム、実技セッションのテーマ】の詳細は大会 HP

より引用、詳細は準備中であります。 

 前回、中部（東海）地方で開催されたのは令和元年５月の愛知大会（名古屋国際会議場）で女性

の健康をテーマに開催、ウインクあいち（愛知県産業労働センター）は令和４年に日鍼会 全国 

大会 in愛知が開催されて以来です。熱田神宮や名古屋城に大須観音などの史跡巡り、ひつまぶ

しや味噌煮込みうどんに手羽先などに代表される名古屋めしのご堪能もおすすめです。 

 大会 HP にて最新情報が随時更新、下記アドレスまたは QR コードにアクセスのうえ、今後の

情報をご確認ください。 

https://www.taikai.jsam.jp/  

 

学術部 今後のご案内 

 

〇令和６年度  はり・きゅう普及啓発活動  令和６年１１月１７日（日） 

  今期の鍼灸普及啓発活動は田辺市弁慶市で開催いたします。 

  特に紀南地方の会員の皆様には、啓蒙活動にご協力くださいますようお願いいたします。 

 

〇令和６年度  第２回 学術講習会  令和７年２月９日（日） 

  田辺市内（紀南地方）で開催を計画しております。 

  明日からの臨床に役立つ情報があり、ご参加くださいますようお願いいたします。 
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青年部長 松本 洋二郎   副部長 大久保 明信 

 

 

 

〇第２６回  
紀州口熊野マラソン大会 
ボランティア活動 報告 

 令和６年２月４日(日)開催 
 

令和６年２月４日（日）、４年ぶりの開催となりました紀州口熊野マラソン大会に、私松本

は、青年部長を拝命してから初めて参加してまいりましたので、ご報告いたします。 

例年の約半数の２０００名程がエントリーする、

和歌山県唯一の平坦なフルマラソンコースでボラン

ティアとしてランナーの皆さんのボディケアを行い

ました。今回は、８名の会員の先生に参加していた

だき、ベテランの先生方に交じり準備から一通りの

経験をさせて頂きました。 

朝は、ボランティア開始時間前から来場くださり、

スタートまでの短い時間でランナーのボディケアに

当りました。参加していただいた会員の皆さんが、

積極的にランナーをケアする姿に日頃の臨床でのス

タイルが垣間見え、丁寧かつ繊細な手技でランナーの皆さんの要望にお答えしておりました。 

 印象的だったのは、マラソン完走後で救護班からの救助要請で何もわからず現場に向かい

ました所、脱水症状と嘔吐で救護されていた女性の方が筋肉の痙攣がおさまらず、ドクター

より、どうにかならないかと相談がありました。情けない話ですが私には手に負えないと  

判断し同会の森中幸雄先生をお呼びして対応にあたっていただきました。鍼を用いて果敢に

処置を行い痙攣や嘔吐を改善していく姿に、ベテラ

ンのすごさを目の当たりにしたと同時に自分自身の

力のなさを痛感し、あらためて鍼灸のすごさ、カッ

コ良さを身を持って体験させていただきました。 

今回、当ブースを利用された人数は１０８名でし

た。その中で、４５名の方は鍼灸施術初体験の方達

で、当会ブースを利用していただいた後、ニコニコ

した笑顔で帰っていくランナーの姿が印象的でし

た。私は、普段ランナーやスポーツ選手を施術する

機会が少ないため大変勉強になりました。 

素敵なボランティア活動を通じて鍼灸の普及啓発、会員様への還元になる事は疑う事はあ

りません。素晴らしい学びの場になること間違いなしです。是非皆様のご参加をお待ちして

おります。 
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施術を受けた方々の集計結果 
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〇（公社）日本鍼灸師会 近畿ブロック青年委員会 研修会 報告 
令和６年３月２日（土）・３日（日）開催 

 

 令和６年３月２日(土)・３日（日）、福井県福井市にて（公社）日本鍼灸師会 近畿ブロック青年部 

委員会研修会が開催されましたので、ご報告いたします。 

 開催日は、雪予報で車窓からは、琵琶湖を横目に雪景色を堪能しながら福井市に到着しました。

福井駅では、令和６年３月１５日より北陸新幹線が開通する予定のため、急ピッチでコンコースを

整えており、活気で満ちあふれているのを感じました。 

 近畿ブロック青年部委員会研修会では、 （一社）福井県鍼灸師会 中村 寛会長、高柳 信也 

青年部長より挨拶をされて、二部構成にて執り行われました。 

一部では、福井県鍼灸師会 坂本貴子先生にフェルナンデスメソッドを教えていただきました。

ゆったりとした体の体操で効率よく身体の力を使う方法を学びました。普段から、身体を動かす

ときに無駄に力が入っており、身体の使い方に癖があるかを気付かせていただきました。 

 二部では、オンラインにてスラムダンク勝利学の著書で有名な医師 辻秀一先生より「鍼灸師 

ごきげんメンタルコンディショニング」と題し、ご機嫌はり師・きゅう師になるにはどうすればよ

いかと、心理的要因で施術パフォーマンスが大きく変わる為、常に100パーセントで施術を行う

には、施術者がいかにご機嫌良く過ごしているかが大事であるかを気付かせていただきました。

その後、懇親会にて、（一社）福井県鍼灸師会の先生方を交え、交流を深めました。 

 ２日目に予定しておりました、石川県での鍼灸ボランティア活動は、現地での感染が問題とな

り中止になった為、急遽福井観光に切り替えて、永平寺やお蕎

麦屋さん（けんぞう蕎麦）、酒蔵見学（久保田酒造）に観光案内を

していただきました。 その道中の車内でも、和気藹々と交流を

深めて参りました。 

（一社）福井県鍼灸師会の先生方には、大変お世話になりすば

らしい研修会となりましたことを感謝いたします。令和６年度

は、奈良県で開催されます。皆様も参加してみては、いかがでし

ょうか。新たな気付きが沢山あり、学び多き研修会でした。 

 

青年部 今後のご案内 
 

〇（公社）日本鍼灸師会 近畿ブロック青年委員会研修会 令和６年１１月１０日（日） 

  今年度は（一社）奈良県鍼灸師会主管のもとで、青年委員会研修会が開催されます。 

  和歌山県から奈良県へは岩出ＩＣから京奈和道を使って行くと高速道路料金を節約でき近い 

  ので、大和の文化体感と近ブロの親睦を深めにご参加くださいますようお願いいたします。 

 

〇第２７回 紀州口熊野マラソン大会ボランティア  令和７年２月２日（日） 

  今年も鍼灸ボランティア活動を開催、多くの出場ランナーをサポートできるよう経験豊富な 

  会員が手厚くサポートしますので、初めての参加、収益向上目的に久々の参加も歓迎、会員 

  のみなさまのご協力と奮ってのご参加を心よりお待ちいたしております。 
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〇知事感謝状 受賞 報告 
令和５年１１月２０日（月） 

 

令和５年１１月２０日（月）、保健衛生・薬事衛生・生活衛

生功労者 知事感謝状贈呈式をホテルアバロール紀の国

にて行われました。 

当会より、寺本 享央会員が受賞されました。寺本 享央

会員は、平成１１年５月６日に和歌山県鍼灸師会へ入会さ

れ、その後は保険副部長、理事および広報部長などを歴任。

令和５年５月からは選挙管理委員会副委員長に就任され

ております。 

はり師・きゅう師として、長年に渡り県民の皆さまの  

健康維持に貢献されたことが評価され、この度の受賞と

なられたことかと存じます。おめでとうございました。 

 

 

 

 

 

新入会員紹介 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

総務部長 石田 国豊    副部長 萩野 貴善 

松本
まつもと

賢人
ま さ と

 

■出身校 明治鍼灸専門学校 

■免許取得 平成２年 

■御挨拶 

はじめまして。この度、和歌山県鍼灸師会に入会させて頂きました 

松本賢人です。 

会員の先生方、御指導の程よろしくお願い致します。 

（令和６年７月入会） 
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〇お薦め図書のご案内 
 

 

『東洋医学はなぜ効くのか？ 

ツボ・鍼灸・漢方薬、西洋医学で見る驚きのメカニズム』 

著：山本 高穂 著：大野 智 

新書   288頁 

定価 1,210円（本体 1,100円+税） 

ISBN978-4-06-535748-4 

2024年 05月 16日発売 

 

  NHK 放映『東洋医学ホントのチカラ』などで東洋医学を初

めて知った方や詳しく知りたい方にお薦めの一冊で、最新の

科学的知見を得るための情報源や適切な治療法を受けるた

めのバイブルであります。 

 

 

 

『鍼灸安全対策マニュアル』 

坂本 歩 監修 

形井秀一・全日本鍼灸学会臨床情報部安全性委員会 編 

B5判   266頁 

定価 4,620円（本体 4,200円+税） 

ISBN978-4-263-24099-1 

2024年 07月発行 

 

  公益社団法人全日本鍼灸学会安全性委員会（以下，安

全性委員会）編集の鍼灸安全対策ガイドライン 2020 年

版が発刊されてから 4 年が経過、今回マニュアルが出版

されました。施術の安全性を担保するのに必須の一冊で

あります。 

 

  

広報部長 萩野 貴善    副部長 前嶋 拓也 
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〇広報部長のひとりごと 
① 『鷲ヶ峰コスモパーク』 

  

皆さま、『鷲ヶ峰コスモパーク』をご存じでしょうか。 

住所は、和歌山県有田郡有田川町長谷 244－2 

標高 586．2ｍに、コスモスが一面に咲き広がっている場所であります。 

最新の開花状況を知りたい方は、「コスモスと風の館（９月から１０月末開館）」に問い合わせて

いただくか、「鷲ヶ峰（わしがみね）コスモパーク」と検索するとその年のコスモス開花状況を写真

付きで確認することができます。その年の気候にもよるかと思いますが、見頃は１０月中旬から

満開になってきます。満開時期になると、写真を撮りに来られている方や、お弁当を持ってきて

家族で昼ご飯を召し上がっている方など、たくさん来られています。 

景色は、標高が高いところにありますので、有田川町の町並みを一望できる景色とキレイに咲

いているコスモス畑の景色が味わえます。 

鷲ヶ峰コスモパークに、駐車場も完備されています。道のりは、普通車でも通れますが広くは

ないので、注意して運転してください。 
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〇広報部長のひとりごと 
② 『ひき岩群』 

 

 皆さま、『ひき岩群』をご存じでしょうか？ 

 住所は、和歌山県田辺市稲成町 

 駐車場は、ピクニック広場駐車場（ひき岩群）もしくは、ひき岩群国民休養地にございます。 

 ひき岩群は、令和５年１１月８日に NHK「にっぽん百低山」で取り上げられました。 

森の中から顔を出す奇岩の数々がまるで「ヒキガエルの群れ」に見えることからその名が付け

られたようです。ここは世界的な博物学者として知られる南方熊楠が愛した森であり、粘菌や 

食虫植物など、貴重な植生が見られるようです。 

私は、ピクニック広場駐車場（ひき岩群）から登山口（北入口）に入っていきました。急な上り坂

や段差が均等になっていない階段を上ったり下ったりと、とても険しい道のりでした。しかし、 

景色はとてもキレイで、ひき岩の先端（ひき岩群 第２展望台）に登って景色を眺めながら、一服

していました。第２展望台からのひき岩群は、ヒキガエルが空を見上げているようにみえました。 

 ひき岩群の近くの、岩口池周囲には、桜の木が植えられていますので、春には満開の桜を見る

ことができます。 

 駐車場までの道のりは、広い道となっていますので普通車でも通りやすくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひき岩群（第１展望台）からの眺め 

ひき岩群の道中 

ひき岩群（第２展望台）からの眺め 
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＜令和６年度 一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 定時会員総会 概略＞ 
 

令和６年５月１９日（日） 和歌山県立情報交流センターBIG・U 研修室２に於いて開催された。 

 

 

第１～５号議案  

・令和５年度事業報告 

・令和５年度収支決算報告 

・令和５年度監査報告 

・令和６年度事業計画（案） 

・令和６年度収支予算（案） 

は会場より質問が出たが、原案通り賛成挙手全会一致で承認可決された。 

 

第６号議案  

   ・その他 ご提案などはあるか問いかけるが無かった。 
 

第７号議案 

・その他報告事項 

・はり・きゅう講演会について 

前嶋 拓也副会長・学術部長より、今後の方針について説明があった。 

・災害対策委員会活動について 

前嶋 拓也災害対策委員長より、説明があった。 

        ・マイナ保険証オンライン確認について 

            土井 隆弘保険部長より、第１回 療養費制度等適正運用指導会にて 

詳細な説明をすると案内があった。 

・令和６年度近畿ブロック会議 in和歌山 

           中野 正得会長より、説明があった。 

・知事感謝状受賞（寺本 享央広報副部長） 

寺本 享央広報副部長より、お礼の挨拶があった。 

・新会員紹介（令和５年度定時会員総会以降入会者） 

石田 国豊総務部長より、報告があった。 

       ・土井 隆弘理事が諸般の事情により本総会を持って辞任を表明、 

           お詫びの挨拶があった。 

令和６年度  一般社団法人 和歌山県鍼灸師会  定時会員総会 
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令和６年５月１９日開催  （一社）和歌山県鍼灸師会 定時会員総会の様子 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

倫理綱領の朗読 前年度事業・決算報告、今年度事業・予算案の説明 

中田 浩監事と尾谷 正剛監事による監査報告 代表理事から会員への質疑応答 

寺本 享央会員 知事感謝状受賞お礼の挨拶 

 

 

会員から執行理事への質問 
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令和５年度 事業報告 

 
一般社団法人 和歌山県鍼灸師会   

会  長  中野 正得 
 

１．会員状況 

 

令和５年４月１日 増 加 減 少 令和６年３月31日 

５４名 

 
なし 

（０名） 

能城 章人 

吉井 久和 

吉井 義人 

（３名） 

５１名 

 

２．令和５年度 事業報告 

（１）一般社団法人 和歌山県鍼灸師会関係 

和鍼会監査 ４月 16日 和歌山県鍼灸師会事務所 

定時会員総会 ５月 14日 和歌山県勤労福祉会館プラザホープ 会議室１・２ 

 

理事会 （第１回）令和５年４月16日 

（第２回）令和５年５月14日 

（第３回）令和５年11月15日 

（第４回）令和６年３月４日 

和歌山県鍼灸師会事務所 

プラザホープ 会議室１・２ 

オンライン理事会 

オンライン理事会 

 

メール・ＦＡＸ 

理事会 

（第１回）令和５年８月１日 

（第２回）令和５年８月25日 

（第３回）令和５年９月27日 

（第４回）令和５年11月29日 

 

 

 



一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 会報誌 第 32 号 

- 26 - 

 

１．（一社）和歌山県鍼灸師会関係 

総務部 

各事業援助 

新入会員手続き、名簿作成 

理事会準備（総務部） 

その他 各部に属さない業務 

令和６年春の褒章申請作業（該当者なし） 

厚生労働大臣免許保有証申請作業 

（申請者なし） 

知事感謝状推薦申請作業（寺本享央氏） 

知事表彰推薦申請作業 （中美博氏） 

令和６年秋の褒章申請作業（該当者なし） 

会員名簿・会員台帳更新 

 

財務部 

和鍼会会計監査 

毎月銀行振込、各部会収入・支出管理 

会計資料作成 

公認会計士との折衝 

令和４年度分確定申告 

県民税確定申告及び納付 

事務員労災保険料申告及び納付 

源泉所得税納付 前期 

免許保有証発行作業 

源泉所得税納付 後期 

和鍼会中間会計監査 

 

保険部 

療養費制度等適正運用委員会 

和鍼会HP 保険部便り更新 

制度改革における各種折衝 

療養費支給申請書類等の用紙印刷 

療養費取扱い新人研修 

保険者挨拶廻り 

第１回療養費制度等適正運用指導会 

県後期高齢者医療広域連合訪問 

臨時療養費制度等適正運用指導会 

第２回療養費制度等適正運用指導会 

会員療養費請求に関する聞き取り調査 

 

学術部 

第１回学術講習会 

 

 

随  時 

随  時 

随  時 

随  時 

６月13日 

７月～８月 

 

８月17日 

12月５日 

12月15日 

随  時 

 

 

４月16日 

随  時 

随  時 

随  時 

５月25日 

５月25日 

６月16日 

６月27日 

7月1日～8月31日 

１月９日 

１月14日 

 

 

毎月６日 

随  時 

随  時 

随  時 

随  時 

随  時 

７月30日 

９月14日 

10月12日 

２月11日 

２月21日 

 

 

７月30日 

 

 

和鍼会事務所 

 

 

和鍼会事務所 

県医務課 

県医務課 

 

県医務課 

県医務課 

県医務課 

 

 

 

和鍼会事務所 

 

和鍼会事務所 

会計事務所 

湯浅税務署 

和歌山県有田総合庁舎 

田辺労働基準監督署 

湯浅税務署及び各市町村役場 

和鍼会事務所 

湯浅税務署及び各市町村役場 

和鍼会事務所 

 

 

和鍼会事務所 

 

県後期高齢者医療広域連合他 

 

和鍼会事務所 

広域連合・協会けんぽ・国保連他 

和歌山ビッグ愛12階 1202号室 

県後期高齢者医療広域連合会議室 

オンライン開催 

和歌山県立情報交流センターBig・U 研修室 2 

和鍼会事務所 

 

 

和歌山ビッグ愛12階 1202号室 
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第19回はり・きゅう講演会 

（イベント参加型啓蒙活動） 

第２回学術講習会 

 

広報部 

催事の広報活動 

ホームページ更新 

講習会・研修会データ保存及び公開 

「きしゅう君の家」ステッカー送付 

「きしゅう君の家」登録会員報告 

鍼灸師養成校への入会案内発送 

第31号会報誌発行 

 

青年部 

災害対策研修会 

第26回紀州口熊野マラソン大会ボランティア 

 

２．近畿ブロック関係 

近畿ブロック会議in大阪 

近畿ブロック青年部長会議 

近畿ブロック青年委員会研修会in福井 

近畿ブロック保険部長会議 

 

３．（公社）日本鍼灸師会関係 

日本鍼灸師会 通常代議員総会 

JIMTEF災害医療研修 ベーシックコース 

全国組織共済担当者会議 

全国地域ケア担当者会議 

第18回（公社）日鍼会全国大会in近畿 

全国学術部長会議 

JIMTEF災害医療研修 アドバンスコース 

全国保険部長会議 

全国師会長会議 

全国青年部長会議 

 

４．その他 

地域包括ケアシステム 

第72回（公社）全日本鍼灸学会学術大会 神戸大会  

 

知事感謝状贈呈式   寺本享央氏 

11月12日 

 

２月11日 

 

 

随  時 

随  時 

随  時 

４月16日 

５月８日 

12月６日 

12月６日 

 

 

７月30日 

２月４日 

 

 

９月23～24日 

１月26日 

３月２日 

３月10日 

 

 

６月18日 

7月24日～8月31日 

８月６日 

８月31日 

10月21日～22日 

11月３日 

11月4日～5日 

11月23日 

12月３日 

２月18日 

 

 

随  時 

６月９～11日 

 

11月20日 

てとこと市（和歌山市本町公園） 

 

和歌山県立情報交流センターBig・U 研修室 2 

 

 

 

 

 

 

和歌山県警察本部 生活安全企画課 

 

300部印刷 

 

 

和歌山ビッグ愛12階 1202号室 

上富田文化会館 

 

 

スターゲイトホテル関西エアポート 

オンライン開催 

AOSSA ６階福井市地域交流プラザ 

大阪府鍼灸師会館 

 

 

ステーションカンファレンス万世橋 

オンライン会議 

オンライン会議 

オンライン会議 

スターゲイトホテル関西エアポート 

オンライン会議 

JICA関西 

オンライン会議 

かつしかシンフォニーヒルズ別館５F 

オンライン会議 

 

 

各市町村 

神戸国際会議場 

 

ホテルアバローム紀の国 
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令和６年度 事業計画 
 

一般社団法人 和歌山県鍼灸師会  

会  長  中野 正得     

 

和鍼会監査 ４月14日 和歌山県鍼灸師会事務所 

定時会員総会 ５月19日 和歌山県立情報交流センターBig・U 研修室２ 

理事会  年３回以上～議題により随時開催予定（メール・ＦＡＸ理事会を含む） 

療養費委員会 毎月１回 ６日 又は前後１日 

 

１．一般社団法人和歌山県鍼灸師会関係 

会 長 

県庁関係 挨拶廻り 

新年名刺交換会 

 

総務部 

各事業援助 

新入会員手続き、名簿作成 

理事会準備（総務部） 

その他 各部に属さない業務 

厚生労働大臣免許保有証申請作業 

会員名簿・会員台帳更新 

 

財務部 

和鍼会会計監査 

令和５年度確定申告及び県民税納付 

毎月銀行振込、各部会収入・支出管理 

会計資料作成 

公認会計士との折衝 

源泉所得税納付 前期 

厚生労働大臣免許保有証発行作業 

和鍼会中間監査 

源泉所得税納付 後期 

次年度予算案作成 

 

保険部 

療養費制度等適正運用委員会 

制度改革における各種折衝 

療養費支給申請書類等の用紙印刷 

療養費取扱い新人研修 

保険者挨拶廻り 

第１回療養費制度等適正運用指導会 

第２回療養費制度等適正運用指導会 

 

 

１月上旬 

１月上旬 

 

 

随  時 

随  時 

随  時 

随  時 

７月～８月 

随  時 

 

 

４月 14日 

５月下旬 

随  時 

随  時 

随  時 

６月頃 

7月～8月 

１月中旬 

１月下旬 

３月頃 

 

 

毎月６日 

随  時 

随  時 

随  時 

随  時 

５月 19日 

７月 28日 

 

 

和歌山県庁 

和歌山県庁 

 

 

和鍼会事務所 

 

 

和鍼会事務所 

 

 

 

 

和鍼会事務所 

湯浅税務署及び有田総合庁舎 

和鍼会事務所 

会計事務所 

和鍼会事務所 

湯浅税務署及び各市町村役場 

 

 

湯浅税務署及び各市町村役場 

 

 

 

和鍼会事務所 

県後期高齢者医療広域連合他 

 

和鍼会事務所 

広域連合・協会けんぽ・国保連他 

和歌山県立情報交流センターBig・U 研修室 2 

御坊市民文化会館 練習室２ 
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第３回療養費制度等適正運用指導会 

 

学術部 

第１回学術講習会 

第 20回はり・きゅう講演会 

（イベント参加型啓蒙活動） 

第２回学術講習会 

 

広報部 

催事の広報活動 

ホームページ更新 

講習会・研修会データ保存及び公開 

「きしゅう君の家」ステッカー送付 

「きしゅう君の家」登録会員報告 

会報誌発行 

鍼灸師養成校への入会案内発送 

 

青年部 

災害対策研修会 

第 27 回紀州口熊野マラソン大会ボランティア 

 

２．近畿ブロック関係 

近畿ブロック会議 in和歌山 

近畿ブロック青年部長会議 

近畿ブロック青年委員会研修会 

近畿ブロック保険部長会議 

 

３．（公社）日本鍼灸師会関係 

日本鍼灸師会 定時代議員総会 

全国学術部長会議 

全国保険部長会議 

JIMTEF災害医療研修 ベーシックコース 

第 18回（公社）日鍼会全国大会 in福岡 

JIMTEF災害医療研修 アドバンスコース 

全国師会長会議 

 

４．その他 

地域包括ケアシステム 

第７３回（公社）全日本鍼灸学会学術大会  宮城大会  

近畿厚生局・和歌山県 集団指導 

医療推進協議会 役員会 

｢繋がる｣鍼灸フェス 2024 

 

２月９日 

 

 

７月 28日 

11月 17日 

 

２月９日 
 

 

随  時 

随  時 

随  時 

４月 14日 

５月６日 

11月上旬 

11月上旬 

 

 

７月 28日 

２月２日 

 

 

９月 22日 

11月９日 

11月 10日 

３月頃 

 

 

６月 16日 

７月 21日 

８月 22日 

9 月 17 日～10 月 17 日 

１０月２6～２ 7 日 

11月 3～4日 

12月１日 

 

 

随  時 

5月 24～26日 

未  定 

未  定 

９月 29日 

和歌山県立情報交流センターBig・U 研修室 2 

 

 

御坊市民文化会館 練習室２ 

弁慶市（田辺市・扇ヶ浜公園） 

 

和歌山県立情報交流センターBig・U 研修室 2 

 

 

 

 

 

 

県警察本部 生活安全企画課 

 

 

 

 

御坊市民文化会館 練習室２ 

上富田町文化会館 

 

 

和歌山県 JAビル 11F会議室 

奈良パークホテル 

奈良県内 

 

 

 

東京都立産業貿易センター浜松町館 

オンライン開催 

オンライン開催 

オンライン開催 

みらいホール＆カンファレンス 

JICA関西（神戸市中央区） 

全水道会館 

 

 

各市町村 

仙台国際センター 

 

 

森ノ宮医療学園専門学校 
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令和６年度 役員紹介 

 

【代表理事】 １名 

中野 正得 

 

【業務執行理事】 ５名 

石田 国豊 前嶋 拓也 大久保 明信 萩野 貴善 松本 洋二郎 

 

【名誉会長】 萩野 利赴 

【会    長】 中野 正得 

【副 会 長】 石田 国豊  前嶋 拓也 

【監    事】 中田 浩   尾谷 正剛 

 

【総務部長】 石田 国豊 【副部長】 萩野 貴善 初山 領 

【財務部長】 大久保明信 【副部長】 薮中 浩之 澤越 巧治 

【保険部長】 中野 正得 【副部長】 濵﨑 正人 出﨑 哲也 

【学術部長】 前嶋 拓也 【副部長】 中野 正得 松本洋二郎 

【広報部長】 萩野 貴善 【副部長】 前嶋 拓也 寺本 享央 

【青年部長】 松本洋二郎 【副部長】 石田 国豊 大久保明信 

 

   ＩＴ委員長  石田 国豊 副委員長 萩野 貴善 

 

   裁定審議委員長 中田 浩  副委員長 尾谷 正剛 

 

 

療養費制度等適正運用委員会（８名） 
 

療養費制度等適正運用委員長 濵﨑 正人 

副委員長 出﨑 哲也 

 

療養費制度等適正運用委員 

（常勤）  中野 正得  石田 国豊  前嶋 拓也  大久保明信 

  萩野 貴善  松本洋二郎  濵﨑 正人  出﨑 哲也 

 

 

災害対策委員会 
 

災害対策委員長 前嶋 拓也 

副委員長 大久保明信  萩野 貴善  松本洋二郎 
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＊＊＊編集後記＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

令和６年１月１日に発生しました能登半島地震において、亡くなられた方々にお悔やみ

申し上げますとともに、被災された皆様に謹んでお見舞い申し上げます。 

コロナ禍に入る前に周りの方々からお腹周りを指摘され、翌年から近場へのお出かけ

は車に頼らないウォーキングライフを初めて、２０歳代の時に着ていたスーツ（YA 体）が

再び着れるようになり、食事中も汗だくになり栄養補給しているのか？運動しているの

か？分からなくなるくらい代謝の良い体質に改善されておりました。「継続は力なり」が

大切であると体感した次第です。 

副会長  前嶋 拓也 

 

今年度の会報誌に「広報部長のひとりごと」を掲載させていただきました。 

私は、車やバイクで出かけることが趣味の１つであります。まだまだ行ってみたい場所

があり、和歌山県鍼灸師会の会報誌に写真も交えて掲載することができた時には、ご覧

いただき「ちょっと行ってみようかな」や「和歌山県に、こんなところがあるんや」と知って

いただけたらと思っています。基本的には、私が楽しんできたことを掲載しているだけで

すが。 

できるだけ、旅行雑誌等に載ってなさそうなところを見つけ出すのも面白いものです。 

広報部長  萩野 貴善 
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